
注目される新エネルギー 

    

　
石
油
や
天
然
ガ
ス
、石
炭
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

起
源
と
な
る
化
石
燃
料
は
、こ
の
先
二
○
○
年

余
り（
※
１
）で
消
費
さ
れ
つ
く
す
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。二
〇
〇
三
年
度
の
日
本
の
温
室
効
果

ガ
ス
総
排
出
量
の
う
ち
、約
八
八
％
が
化
石
燃

料
を
起
源
と
す
る
C
O
2（
「
二
〇
〇
四
年
度

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
速
報
値
に
つ
い
て
《
二

〇
〇
五
年
一
〇
月
・
環
境
省
》
」よ
り
）で
す
。
化

石
燃
料
の
大
量
消
費
は
そ
の
残
量
が
限
界
に

近
い
だ
け
で
な
く
、地
球
温
暖
化
の
主
要
因
で

あ
る
こ
と
か
ら
、各
国
・
各
企
業
は
、化
石
燃
料

に
代
わ
り
、枯
渇
せ
ず
C
O
2
排
出
の
少
な
い

ク
リ
ー
ン
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。 

　
現
在
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
別
し
て
、
太
陽
、

風
力
な
ど
の
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

廃
棄
物
や
排
熱
か
ら
回
収
さ
れ
る
リ
サ
イ

ク
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

燃
料
電
池
や
コ
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン（
※
２
）な
ど
の
従
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

新
た
な
利
用
形
態
、が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
既
存
の
省
エ
ネ
技
術
を

併
用
す
る
こ
と
で
、省
エ
ネ
率
の
大
幅
な
向
上

が
可
能
と
な
る
な
ど
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
応
用
技

術
の
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で 

省
エ
ネ
率
を
ア
ッ
プ 

 

●TOP I C S ●  

「燃える氷・メタンハイドレート」 
　最近注目されているメタンハイドレート。氷のように白く冷た

い物質でありながら燃えるため、「燃える氷」とも呼ばれています。

メタンガスと水からできており、燃えると水だけが残ります。 

メタンハイドレートは低温高圧でなければ存在できず、天然の

もののほとんどが深海堆積物に含まれています。メタンハイド

レートに含まれるメタンの量は現在知られている全化石燃料

の埋蔵量に匹敵するともいわれ、日本近海にも相当量が堆

積していることがわかってきました。 

　天然ガス同様、他の化石燃料に比べて環境負荷がきわ

めて少ないクリーンエネルギーのひとつとして、研究・開発が

進められています。当社も国家プロジェクトに参画しています。 

 

「水素と酸素で電気をつくる燃料電池」 
　燃料電池は、水素と酸素を反応させて電気と熱を発生させ

るため、CO2をほとんど排出しません。また、発電により生する排

熱を利用できるなどの利点もあります。現在、オフィスビルや工

場等のコジェネレーションとして実用化されているのは「リン酸形」。

これよりも低温度で作動し小型化も期待できる「固体高分子形」

は、家庭用発電や自動車の燃料、またモバイル機器用電源と

して実用化に向けた開発が進んでいます。 

 

 

話題の新エネルギー、ぞくぞく登場 

メタンハイドレート。 
下は燃えている様子。 

燃料電池のしくみ。 
水の電気分解の逆の原理で発電します。 

（
※
１
）一
九
九
八
年
の
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議
に
よ
る
と
、化

石
燃
料
の
可
採
年
数
は
、石
油
が
43
年
、天
然
ガ
ス
が
62
年
、

石
炭
が
2
1
2
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
※
２
）発
電
と
と
も
に
発
生
す
る
廃
熱
を
有
効
活
用
す
る

自
家
発
電
シ
ス
テ
ム
。 

　近年急速に注目される「持続可能性戦略」。環境先進

国ドイツでは2002年4月、「ドイツの展望」という持続可能性

戦略を採択し、総電力量に占める再生可能エネルギー（ソ

ーラー、風力、バイオマス、地熱、水力）の割合を2010年まで

に2000年レベルの２倍に引き上げることを目指しています。

これは現在の電力消費の12.5％に相当する量です。また、

2050年までには一次エネルギー総消費量の50％以上を再

生可能エネルギーで賄うことを目標としています。この核とな

る政策が、2000年4月に施行された再生可能エネルギー法

です。これは、電力事業者に対し再生可能エネルギーの買

い上げを義務付けたもので、買い取り価格の高い設定と、

20年間の買い取り保証により、発電施設の建設増加に結び

ついています。 

　一方では、さまざまな新エネルギー技術の開発が政策を

後押ししています。今回の訪問で特に注目したのは巨大な

太陽光発電施設やバイオマスの利用推進でした。日本は太

陽光発電の累積設置規模はドイツよりも大きかったのですが、

追い抜かれるのが目前ですし、その他の分野でもまだ十分

とはいえません。今後日本でも、CO2削減対策のひとつとして、

再生可能エネルギーの利用率向上を実現する技術開発が

急務となっています。 

再生可能エネルギーの利用率を高めることを 

環境政策の大きな目標にしているドイツ。 

サッカーW杯でもスタジアムの屋根に 

太陽発電パネルを設置するなど、温暖化ガス 

削減に積極的に取り組んでいます。 

エネルギー対策を調べに現地を訪れた 

弊社川島上席研究員が、ドイツのエネルギー 

事情と最新の技術を紹介します。 

ドイツの最 新エネルギー事 情  

クリーンエネルギーで世界をリード。 
 

ババリア・ソーラー・ 
パークを視察する川島
上席研究員。 

ベルリン近郊のバイオ
マス発電所。ドイツでの
バイオマスの総発電量
は2000年で1500GWh。
2010年までの目標値は
8000GWhに設置され
ています。 
（※GWh=100万kWh） 

世界最大の太陽電池
サイト、ババリア・ソーラ
ー・パーク。今後30年
にわたり186,000トンの
CO2削減が見込まれて
います。 

田園地帯に立ち並ぶ
風力発電の風車群。
2005年時点でドイツの
風力発電の設備容量
は世界で1位。 

菜種油を原料とした 
バイオ・ディーゼル油の
工場。バイオ・ディーゼ
ル油は税金免除により、
一般ディーゼルより1～
2割程度安価となって
います。 

特 集 

環境対策の“引き出し”を増やそう 
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１９９４年１２月に閣議決定された「新エネルギー導入大綱」

では、２０１０年の太陽光発電の導入目標は４８２万kWと設定

されており、近年、特に採用が増加しています。このような中、

発電性能の向上と景観、建築デザインとの調和を求めるニ

ーズが強まっています。「建材一体型太陽電池モジュール」

は、太陽電池を強化ガラスで挟み込み、建材として利用可

能な構造にすることで、デザイン性と施工性を向上させ、さ

らに景観に配慮しながらさまざまな部位に設置できる太陽

電池モジュールです。既にさまざまな施設で導入されてい

ます。 

 

「新エネルギー利用等の促進に関する特別措置法」が施

行され、２０１０年までに風力発電での発電容量を３００万kW

まで引き上げることが計画されています。シミズでは発電

所用地造成計画、風況解析、事業収支予測、風車構造の安

全性チェックや電気設備設計、さらに施工まで、風力発電

所全体の計画推進に携わっており、これまでに基礎土木工

事を含め、１５０基以上の実績があります。 

■ 太陽光発電 

■ 風力発電 
 

廃棄物の再資源化の一つとして家畜糞尿などのバイオガ

ス化が注目されています。シミズでは以前から畜産廃棄物

に着目し、バイオガスプラントなどの技術開発に取り組ん

できました。最近では、家畜排泄物をメタン発酵させてで

きるバイオガスから、水素を取り出して燃料電池を稼働さ

せる「バイオガス高度利用コジェネレーションシステム」を

開発しています。 

■ バイオガスを利用した燃料電池 
 

2003年に竣工した楊貴妃の里ウィンドパーク（山口県） 

 

今
あ
る
設
備
を
見
直
し
て
、 

省
エ
ネ
ビ
ル
へ 

　
施
設
全
体
を
総
合
的
に
捉
え
て
、

省
エ
ネ
対
策
を
行
う
。
こ
れ
が
、
既

存
建
物
の
省
エ
ネ
効
率
を
よ
り
向
上

さ
せ
る
有
効
策
の
一
つ
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
建
物
の
現
状
を
把
握
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
、
建
物

が
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
い
て
ど
の

程
度
環
境
負
荷
を
与
え
る
の
か
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
省
エ
ネ
機
能
の
付
加

を
重
要
課
題
と
し
て
、
設
備
な
ど
の

更
新
を
検
討
し
ま
す
。 

　
省
エ
ネ
技
術
を
導
入
す
れ
ば
、
そ

れ
以
後
の
建
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

に
お
い
て
、
長
期
に
わ
た
り
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
こ
と
が
で

き
、
将
来
的
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

を
得
ら
れ
ま
す
。 

 

多
様
な
省
エ
ネ
設
備
を 

組
み
合
わ
せ
れ
ば
効
果
大 

　
照
明
や
空
調
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
設
備
の
高
効
率
化
は
、
代
表
的
な

省
エ
ネ
対
策
で
す
。
現
在
で
は
、
フ

ロ
ア
ご
と
の
空
調
で
は
な
く
、
不
要

な
場
所
を
空
調
し
な
い
技
術
も
あ
り
、

そ
の
技
術
と
、
料
金
の
安
い
夜
間
電

力
を
利
用
し
た
蓄
熱
シ
ス
テ
ム
を
組

み
合
わ
せ
た
新
た
な
蓄
熱
空
調
シ
ス

テ
ム
な
ど
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
大
き

い
工
場
や
研
究
施
設
に
関
し
て
は
、

翌
日
の
環
境
負
荷
を
予
測
し
無
駄
の

な
い
空
調
運
転
を
行
う
シ
ス
テ
ム
や
、

電
気
や
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
コ
ス
ト

で
安
定
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
の
実
用

化
と
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

 

新
築
時
に
は
計
画
段
階
か
ら 

環
境
対
策
を 

　
新
築
の
場
合
に
は
、
施
設
用
途
に

応
じ
て
計
画
段
階
か
ら
多
様
な
環
境

対
策
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
「
品
質
」
「
デ
ザ
イ
ン
」

「
機
能
」
「
コ
ス
ト
」
に
加
え
、
各

種
の
環
境
対
策
を
総
合
的
に
行
う
こ

と
で
、
建
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を

通
じ
た
環
境
と
の
調
和
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

施
設
全
体
で
考
え
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策 

 

正面部分に建材一体
型太陽電池モジュール
を採用したシャープ亀山
工場。 
ルーバータイプとカーテ
ンウォールタイプの採光
型が設置されています。 

「光る太陽電池」はシャープが開発した薄膜太陽電池・LED一体型モジュール。
昼間に発電し、夜はLEDが発光してイルミネーションとして利用できます。 

「バイオガス高度利用コジェネレーションシステム」の仕組み 

建物の環境負荷を評価し環境経営をサポートする  

「環境負荷評価システム『GEM-２１』」 
建物のライフサイクルにわたり排出されるCO２、NOx、SOx、エ

ネルギー、廃棄物などの環境負荷を計算し、低減策の検討が行

えるシステムです。建物全体のライフサイクルコストや環境コ

ストの試算もでき、環境効果とコストのバランスを比較・検討し

ながら環境負荷の少ない建物を計画することができます。 

 

シミズの環境技術

※GEM-２１:Global　Environment Model/Management-２１ 

 

シミズと新エネルギー技術 省エネ、省資源、そして自然活用 

特 集 

環境対策の“引き出し”を増やそう 

高効率バイオガス生産システム 

メタン発酵 

電気と熱エネルギーを供給 水素を抽出 

消火液利用 

牛ふん尿 

燃料電池 改質装置 

水処理装置 

脱臭装置 

空気 

水 制御装置 

貯湯槽 温水 

電力 

原料槽 

脱硫塔 

（その他の利用） 

脱アンモニア塔 

スラリータンク 
メタン 
発酵槽 

メタン濃縮 
装置（PSA） 

バイオガス 
ホルダー 

精製濃縮 
ガスホルダー 

ボイラー 
（灯油） 

系統連系 
インバーター 

メタンガス回収 濃縮 

発電 

不純物を除去 

高度バイオガス精製・濃縮システム 

バイオガス用燃料電池システム 

燃料電池システム 

tonCO2

ライフサイクルCO2

解体時 

維持・ 
更新 

運用時 

建設時 

標準案（40年） 環境負荷低減案（40年） 
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